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 『オンラインマニュアル』を利用する
さまざまな機能のより詳しい説明を記載した『オンラインマニュアル』は、本製品か
ら以下の操作でご確認できます。
ホーム画面で画面を上にスワイプしアプリ一覧画面を表示→［サポート］→［取扱
説明書］
また、『オンラインマニュアル』はauホームページからもご確認できます。
https://www.au.com/online-manual/shv44/

SHV44

お問い合わせ先番号
お客さまセンター

盗難・紛失（通話料無料）
受付時間　24時間（年中無休）

総合案内（通話料無料）
受付時間　9:00～20:00（年中無休）

故障紛失サポートセンター
盗難・紛失・故障（通話料無料）

au携帯電話(スマートフォン/ケータイ)/一般電話

0120-925-919

受付時間　9:00～20:00（年中無休）

上記の番号がご利用になれない場合、下記の番号にお電話ください。（無料）

0120-977-033（沖縄を除く地域）
0120-977-699（沖縄）

au携帯電話(スマートフォン/ケータイ)

局番なしの157番
au携帯電話以外/一般電話

0077-7-111

au携帯電話(スマートフォン/ケータイ)

局番なしの113番
au携帯電話以外/一般電話

0077-7-113

携帯電話・PHS事業者は、環境を保
護し、貴重な資源を再利用するため
にお客様が不要となってお持ちに
なる電話機・電池・充電器を、ブラン
ド・メーカーを問わず   マークのあ
るお店で回収し、リサイクルを行っ
ています。



ごあいさつ
このたびは、「AQUOS R3 SHV44」（以下、「SHV44」または「本製品」と表記
します）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に本体付属の『取扱説明書』『ご利用にあたっての注意事項』『設定ガ
イド』またはauホームページより『取扱説明書 詳細版』をお読みいただき、正し
くお使いください。お読みになった後は、いつでも見られるようお手元に大切に
保管してください。

同梱品一覧
ご使用いただく前に、下記の同梱物がすべてそろっていることをご確認ください。

本体

シャープ
TVアンテナケーブル02
（02SHHSA）※1

SIM取り出しツール
（試供品）※2

•• クリアケース（試供品）
•• 取扱説明書
•• ご利用にあたっての注意事項
•• 設定ガイド

※1	 本製品でテレビを視聴するときに、接続する必要がありますので、紛失等にご注意
ください（zP.‌5）。

※2	 au Nano IC Card 04およびmicroSDメモリカードの取り付け／取り外しに使
用します。

以下のものは同梱されていません。
•• au Nano IC Card 04
•• microSDメモリカード
•• ACアダプタ

•• イヤホン
•• USB Type-C™ケーブル

•• 指定の充電用機器（別売）をお買い求めください。

◎◎ 電池は本製品に内蔵されています。
◎◎ 本文中で使用している携帯電話のイラストはイメージです。実際の製品と
違う場合があります。

取扱説明書について
■■『取扱説明書』（本書）『設定ガイド』

主な機能の主な操作のみ説明しています。

■■『オンラインマニュアル』
さまざまな機能のより詳しい説明を記載した『オンラインマニュアル』は、本製
品から以下の操作でご確認できます。
ホーム画面で画面を上にスワイプしアプリ一覧画面を表示→［サポート］→

［ 取扱説明書］

また、『オンラインマニュアル』はauホームページからもご確認できます。
（https://www.au.com/online-manual/shv44/）

■■『取扱説明書 詳細版』
さまざまな機能のより詳しい説明を記載した『取扱説明書 詳細版』は、auホー
ムページでご確認できます。
（https://www.au.com/support/service/mobile/guide/manual/）

■■ For Those Requiring an English Instruction 
Manual ■
英語版の取扱説明書が必要な方へ

You can download the English version of the Basic Manual, Notes 
on Usage and Setting Guide from the au website (available from 
approximately one month after the product is released).

『取扱説明書（英語版）』『ご利用にあたっての注意事項（英語版）』『設定ガイド（英
語版）』をauホームページに掲載しています（発売約1ヶ月後から）。
Download URL: （https://www.au.com/english/support/manual/）
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本書の表記方法について
•• 本書では、キーの図を次のように簡略化しています。 
u／d：音量UP／DOWNキー 
f：電源キー 
g：アシスタントキー

•• 本書では、操作手順を以下のように表記しています。

表記 意味
ホーム画面→「アプリ一覧
画面」を表示→［設定］→［シ
ステム］→［端末情報］

AQUOS Home画面で画面を上にスワイプし
てアプリ一覧画面に切り替え、次に「 設定」
をタップします。続けて「システム」「端末情報」
の順にタップします。

f（2秒以上長押し） fを2秒以上長押しします。
※	スワイプとは、ディスプレイに軽く触れたまま目的の方向や位置へなぞる動作です。
※	タップとは、ディスプレイに表示されているキーやアイコンを指で軽くたたいて選

択する動作です。

◎◎ 本書はau Nano IC Card 04を取り付けた状態の画面表示・操作方法とな
ります。
◎◎ 本書では縦表示の操作を基準に説明しています。横表示では、メニューの
項目／アイコン／画面上のキーなどが異なる場合があります。
◎◎ 記載されているイラストや画面は、実際のイラストや画面とは異なる場合
があります。また、画面の一部を省略している場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
◎◎ 本書では本体カラー「プレミアムブラック」の表示を例に説明しています。
◎◎ 本書ではAQUOS Homeでの操作を基準に記載しています。「ホーム切
替」などでホームアプリを切り替えた場合は、操作が異なるときがありま
す。
◎◎ 本書に記載されているメニューの項目や階層、アイコンはご利用になる機
能や条件などにより異なる場合があります。
◎◎ 本書では「au Nano IC Card 04」の名称を「au ICカード」と表記してい
ます。
◎◎ 本書では「microSD™メモリカード（市販品）」「microSDHC™メモリカー
ド（市販品）」「microSDXC™メモリカード（市販品）」の名称を「microSD
メモリカード」もしくは「microSD」と省略しています。
◎◎ 本書の表記の金額は特に記載のある場合を除きすべて税抜です。
◎◎ 本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。な
お、本文中では、™、®マークを省略している場合があります。

マナーも携帯する
■■こんな場所では、使用禁止！

•• 自動車や原動機付自転車、自転車などの運転中は、音楽や動画およびテレビを
視聴しないでください。自動車・原動機付自転車運転中の携帯電話の使用は法
律で禁止されています（自転車運転中の使用も法律などで罰せられる場合が
あります）。また、歩行中でも周囲の交通に十分ご注意ください。周囲の音が聞
こえにくく、表示に気を取られ交通事故の原因となります。特に踏切、駅の
ホームや横断歩道ではご注意ください。

•• 航空機内での使用については制限があるため、各航空会社の指示に従ってく
ださい。

■■周りの人への配慮も大切
•• 映画館や劇場、美術館、図書館などでは、発信を控えるのはもちろん、着信音で
周囲の迷惑にならないように電源を切るか、マナーモードを利用しましょう。

•• 街中では、通行の邪魔にならない場所で使いましょう。
•• 携帯電話の画面を見ながらの歩行は大変危険です。歩行中または急に立ち止
まっての通話や操作は控えましょう。

•• 新幹線の車中やホテルのロビーなどでは、迷惑のかからない場所へ移動しま
しょう。

•• 通話中の声は大きすぎないようにしましょう。
•• 電車の中など周囲に人がいる場合には、イヤホンなどからの音漏れに注意し
ましょう。

•• 携帯電話のカメラを使って撮影などする際は、相手の方の許可を得てからに
しましょう。

•• カメラ機能をご使用の際は、一般的なモラルを守りましょう。
•• 満員電車の中など混雑した場所では、付近に心臓ペースメーカーを装着して
いる方がいる可能性があります。事前に本製品の「機内モード」へ切り替える、
もしくは電源を切っておきましょう。

•• 病院などの医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止と定めている場所では、
その指示に従いましょう。
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各部の名称と機能
■■正面／左右側面

A	au ICカード／microSDメモリカードトレイ
B	インカメラ（レンズ部）
C	受話口（レシーバー）／スピーカー
D	近接センサー／光センサー

近接センサーは通話中にタッチパネルの誤動作を防ぎます。
光センサーは周囲の明るさに合わせて、ディスプレイの明るさを調整します。

E	充電／着信ランプ
充電／着信ランプについて詳しくは、「充電／着信ランプについて」

（zP.‌5）をご参照ください。
F	u d音量UP／DOWNキー

音量を調節します。
G	f電源キー

画面を点灯／消灯します。 
長押しすると、電源ON／OFFや再起動ができます。

H	gアシスタントキー
Google アシスタント™を使用するためのキーです。
または、お客様のお好みの機能を設定することも可能です。
•• 詳しくは、『オンラインマニュアル』や『取扱説明書 詳細版』をご参照ください。

I	ディスプレイ（タッチパネル）
ディスプレイの表面には保護フィルムが貼られています。市販の保護フィル
ムをご利用の場合は、保護フィルムをはがしてください。

J	指紋センサー
指紋認証による、ロック画面の解除などに利用します。また、ホームキーとし
て利用するように設定することもできます。
•• 詳しくは、『オンラインマニュアル』や『取扱説明書 詳細版』をご参照ください。

■■背面／上下側面

K	Wi-Fi®／Bluetooth®アンテナ
L	標準アウトカメラ（レンズ部）
M	モバイルライト
N	&マーク

おサイフケータイ®やNFC機能利用時にこのマークをリーダー／ライター
にかざしてください。

O	ワイヤレス充電位置
ワイヤレス充電を行うときは、こちらの位置をワイヤレス充電台（別売）の
Qマークの上に合わせて置いてください。

P	内蔵アンテナ
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Q	動画専用アウトカメラ（ドラマティックワイドカメラ）（レンズ部）
R	GPS／内蔵アンテナ
S	Wi-Fi®アンテナ
T	サブマイク
U	イヤホンマイク端子

テレビを視聴する場合は、シャープ TVアンテナケーブル02をイヤホンマ
イク端子に接続します（zP.‌5）。

V	スピーカー
W	送話口（マイク）
X	外部接続端子

TypeC共通ACアダプタ01／02（別売）、USB Type-Cケーブル（市販品）、
周辺機器接続用USBケーブル（市販品）などの接続時に使用します。 
TypeC共通ACアダプタ01／02（別売）、USB Type-Cケーブル（市販品）な
どを接続すると、接続機器の磁気が影響し、本体の地磁気センサーが正常に
動作しないことがあります。地磁気センサーを利用する機能やアプリケー
ションを使用する場合はケーブル類を取り外してください。

◎◎ 本製品の背面カバーは取り外せません。無理に取り外そうとすると破損や
故障の原因となります。
◎◎ 本製品の電池は内蔵されており、お客様による取り外しはできません。強制的
に電源を切る場合は、「強制的に電源を切る」（zP.‌10）をご参照ください。

au ICカード／microSDメモリカードトレイについて
◎◎ au ICカード／microSDメモリカードトレイを強く引っ張ったり、無理な
力を加えると破損の原因となりますのでご注意ください。

受話口（レシーバー）／スピーカー、近接センサー／光センサー、サブマイク、
スピーカー、送話口（マイク）について

◎◎ 本製品は受話口とスピーカーを兼用しています。ハンズフリー通話に切り
替えたときや通話が終了したときに、耳元でスピーカーから大きな音が鳴
らないよう、徐々に設定した音量まで上がります。
◎◎ 近接センサー／光センサーの上にシールなどを貼ると、正しく動作しない
場合がありますのでご注意ください。
◎◎ 受話口（レシーバー）／スピーカー、サブマイク、スピーカー、送話口（マイ
ク）をシールや指などでふさぐと性能を維持できなくなりますので、ご注
意ください。

Wi-Fi®／Bluetooth®アンテナ、内蔵アンテナ、GPS／内蔵アンテナ、Wi-Fi®
アンテナについて

◎◎ アンテナは本製品に内蔵されています。通話中や通信中はアンテナを手で
おおわないでください。通話／通信品質が悪くなることがあります。

イヤホンマイク端子について
◎◎ スイッチ付イヤホンマイクやイヤホンマイクの種類によっては使用でき
ない場合があります。

IMEIプレートについて
◎◎ au ICカード／microSDメモリカードトレイの挿入口付近には、IMEI情報
（端末識別番号）を印刷したシールが貼られたプレートが収納されていま
す。修理依頼やアフターサービスなどで、IMEI番号が必要となる場合を除
き、プレートを引き出さないでください。また、シールをはがしたりしない
でください。

IMEIプレートを引き出すには
A	ディスプレイ面を上向きにして、au ICカード／microSDメモリカードト

レイを引き出す。 
（au ICカード／microSDメモリカードトレイの引き出しかたについては、
「au ICカードを取り付ける」（zP.‌7）手順A・Bをご参照ください。）

B	ディスプレイ面を下向きにして、付属のSIM取り出しツール（試供品）の凸
部をIMEIプレートの穴にかけて、IMEIプレートを引き出す。（IMEIプレー
トは引き抜かないでください。）

SIM取り出しツール
（試供品）の凸部

IMEIプレートの穴

IMEIプレート
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◎◎ IMEIプレートを引き出す時は、付属のSIM取り出しツール（試供品）を使用
してください。 
SIM取り出しツール以外を使用すると、破損や故障などの原因となる場合
があります。
◎◎ IMEIプレートを無理に引き出したり、力を加えたりすると、破損するおそ
れがありますのでご注意ください。
◎◎ IMEIプレートを引き出してしまった場合は、IMEIプレートが奥に入り込
みすぎないよう、ゆっくりと差し込んでください。
◎◎ 本製品を操作してIMEI情報を確認することもできます。 
ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［設定］→［システム］→［端末情
報］→［IMEI］

充電／着信ランプについて
充電／着信ランプの点灯／点滅により、充電を促したり、充電中の充電状態、不
在着信やメールの受信などをお知らせしたりします。

表示状態 色 端末の状態
点灯 赤色 充電中（電池残量約94％以下）
点灯 緑色 充電中（電池残量約95％以上）
点滅 赤色 充電ができない状態
点滅 白色 不在着信など新着通知あり

•• アプリによっては、充電／着信ランプについて設定できるものがあります。

◎◎ ディスプレイが表示されている場合、不在着信など新着通知をお知らせす
る充電／着信ランプが点滅しません。お知らせ／ステータスパネルでお知
らせアイコンを確認してください。
◎◎ 充電完了（電池残量100%表示）後も、指定の充電用機器（別売）を接続し
たままの状態では、緑色で点灯し続けます。

シャープ TVアンテナケーブル02を接続する
テレビを視聴する場合は、シャープ TVアンテナケーブル02を接続してください。

A	イヤホンマイク端子にシャープ TVアンテナケーブル02のプ
ラグを差し込む

イヤホンマイク端子

コネクタ
プラグ

シャープ TVアンテナケーブル02

クリアケース（試供品）を取り付ける／取り外す

クリアケース（試供品）を取り付け／取り外しについて
クリアケース（試供品）の取り付け／取り外しは、本体のディスプレイなどが傷
つかないよう、本体／クリアケース（試供品）を手に持って行ってください。ま
た、指や手でf電源キー、u d音量UP／DOWNキー、gアシスタント
キーを押さないようにご注意ください。
クリアケース（試供品）の取り付け／取り外しの際は、無理な力を入れて曲げた
り、ねじったりしないでください。
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クリアケース（試供品）を取り付ける

A	本体とクリアケース（試供品）の向きを合わせ、A→Bの順に入
れる

B	C→Dの順で本体をはめ込む

クリアケース（試供品）を取り外す

A	A→Bの順に本体を取り出す

◎◎ クリアケース（試供品）は、順番通りに取り付け／取り外しをしてくださ
い。 
順番と反対の側から取り付け／取り外しを繰り返すと、ケースに凹みが発
生することがあります。

au ICカードについて
au ICカードにはお客様の電話番号などが記録されています。
本製品はau Nano IC Card 04に対応しております。

IC（金属）部分
au Nano IC Card 04

表面 裏面

◎◎ au ICカードを取り扱うときは、故障や破損の原因となりますので、次のこ
とにご注意ください。
•• au ICカードのIC（金属）部分には触れないでください。
•• 正しい挿入方向をご確認ください。
•• 無理な取り付け、取り外しはしないでください。

◎◎ au ICカードを正しく取り付けていない場合やau ICカードに異常がある
場合はエラーメッセージが表示されます。
◎◎ 取り外したau ICカードはなくさないようにご注意ください。
◎◎ 変換アダプタを取り付けたau ICカードを挿入しないでください。故障の
原因となります。
◎◎ au ICカード着脱時は、必ずTypeC共通ACアダプタ01／02（別売）など
のUSB Type-Cプラグを本製品から抜いてください。
◎◎ au ICカードの取り付け／取り外しには、付属のSIM取り出しツール（試供
品）が必要です。
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au ICカードを取り付ける／取り外す

au ICカードを取り付ける
au ICカードの取り付けは、必ず本製品の電源を切ってから行ってください。
また、ディスプレイ面を上向きにして行ってください。
•• クリアケース（試供品）を装着している場合は、取り外してください。

A	SIM取り出しツール（試供品）の先端をau ICカード／
microSDメモリカードトレイ取り出し用の穴に差し込む
カードトレイが出てくるまで、しっかりと水平に差し込んでください。
水平に差し込まないと破損や故障の原因となります。

B	au ICカード／microSDメモリカードトレイを引き出す

C	au ICカードのIC（金属）面を下向きにして、au ICカード／
microSDメモリカードトレイに取り付ける
au ICカードの向きに注意して、確実にトレイに取り付けてください。
au ICカードは、カードトレイから浮かないように取り付けてください。
浮き上がった状態のまま本体に取り付けると、破損の原因となります。

切り欠き

IC（金属）

D	ディスプレイ面を上向きにして、au ICカード／microSDメ
モリカードトレイを本体に対してまっすぐ水平に、奥までしっ
かり差し込む
○部分をしっかりと押し、本体とカードトレイに隙間がないことを確認し
てください。

au ICカード／microSDメモリカードトレイの着脱について
◎◎ au ICカードやmicroSDメモリカードは、直接本体に差し込まないでくだ
さい。カードをトレイに取り付けた後で、トレイごと本体に差し込んでく
ださい。
◎◎ 取り外したau ICカード／microSDメモリカードトレイは紛失・破損しな
いようにご注意ください。
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◎◎ カードトレイを本体から引き出すときは、ディスプレイ面を上向きにして
ゆっくりと水平に引き出してください。
•• カードトレイを強く引き出したり、斜めに引き出したりすると、破損の
原因となります。

•• ディスプレイ面を下向きにしたり、本体を立てた状態でカードトレイを
引き出すと、カードトレイに取り付けられているau ICカードや
microSDメモリカードが外れ、紛失する可能性があります。

◎◎ カードトレイを本体に取り付けるときは、ディスプレイ面を上向きにしてゆっ
くり差し込み、本体とカードトレイに隙間がないことを確認してください。
•• カードトレイを裏表逆に差し込まないでください。裏表逆に差し込む
と、カードトレイが破損するおそれがあります。

•• カードトレイの差し込みが不十分な場合は、防水／防塵性能が損なわれ
たり、正常に動作しないことがあります。

•• カードトレイの閉じかたについて詳しくは、『ご利用にあたっての注意
事項』の「au ICカード／microSDメモリカードトレイの閉じかた」をご
参照ください。

au ICカードを取り外す
au ICカードの取り外しは、必ず本製品の電源を切ってから行ってください。
また、ディスプレイ面を上向きにして行ってください。
•• クリアケース（試供品）を装着している場合は、取り外してください。
•• au ICカード／microSDメモリカードトレイの着脱について詳しくは、「au 
ICカードを取り付ける」（zP.‌7）をご参照ください。

A	SIM取り出しツール（試供品）を利用してau ICカード／
microSDメモリカードトレイを引き出す
引き出すときに、au ICカードがトレイから外れて、紛失したりしないよう
にご注意ください。

B	au ICカードをau ICカード／microSDメモリカードトレイ
から取り外す

C	ディスプレイ面を上向きにして、au ICカード／microSDメ
モリカードトレイを本体に対してまっすぐ水平に、奥までしっ
かり差し込む

microSDメモリカードを利用する

microSDメモリカードを取り付ける
microSDメモリカードの取り付けは、必ず本製品の電源を切ってから行ってく
ださい。
また、ディスプレイ面を上向きにして行ってください。
•• クリアケース（試供品）を装着している場合は、取り外してください。
•• au ICカード／microSDメモリカードトレイの着脱について詳しくは、「au 
ICカードを取り付ける」（zP.‌7）をご参照ください。

A	SIM取り出しツール（試供品）を利用してau ICカード／
microSDメモリカードトレイを引き出す

B	microSDメモリカードの端子（金属）面を下向きにして、au 
ICカード／microSDメモリカードトレイに取り付ける
microSDメモリカードの向きに注意して、確実にトレイに取り付けてください。
microSDメモリカードは、カードトレイから浮かないように取り付けてく
ださい。
浮き上がった状態のまま本体に取り付けると、破損の原因となります。

C	ディスプレイ面を上向きにして、au ICカード／microSDメ
モリカードトレイを本体に対してまっすぐ水平に、奥までしっ
かり差し込む

◎◎ microSDメモリカードには、表裏／前後の区別があります。 
無理に取り付けると、破損したりするおそれがあります。
◎◎ microSDメモリカードの端子部には触れないでください。
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microSDメモリカードを取り外す
microSDメモリカードの取り外しは、必ず本製品の電源を切ってから行ってく
ださい。
また、ディスプレイ面を上向きにして行ってください。
•• クリアケース（試供品）を装着している場合は、取り外してください。
•• au ICカード／microSDメモリカードトレイの着脱について詳しくは、「au 
ICカードを取り付ける」（zP.‌7）をご参照ください。

A	SIM取り出しツール（試供品）を利用してau ICカード／
microSDメモリカードトレイを引き出す
引き出すときに、microSDメモリカードがトレイから外れて、紛失したり
しないようにご注意ください。

B	microSDメモリカードをau ICカード／microSDメモリ
カードトレイから取り外す

C	ディスプレイ面を上向きにして、au ICカード／microSDメ
モリカードトレイを本体に対してまっすぐ水平に、奥までしっ
かり差し込む

◎◎ 長時間お使いになった後、取り外したmicroSDメモリカードが温かく
なっている場合がありますが、故障ではありません。

充電する
充電について

お買い上げ時は、内蔵電池は十分に充電されていません。必ず充電してからお使
いください。
•• 充電しても使用時間が極端に短いなど、機能が回復しない場合は内蔵電池の
寿命の可能性があります。ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［設定］→

［システム］→［端末情報］→［電池の状態］と操作すると、内蔵電池の充電能力
を確認できます。

•• 充電中は電池マークに が重なって表示されます。
•• 充電中の充電／着信ランプについて詳しくは、「充電／着信ランプについて」
（zP.‌5）をご参照ください。

◎◎ 充電中、本製品が温かくなることがありますが異常ではありません。
◎◎ 操作方法や使用環境によっては、本製品の内部温度が高くなり、熱くなる
ことがあります。その際、安全のため充電が停止することがあります。
◎◎ カメラ機能などを使用しながら充電した場合、充電時間が長くなる場合が
あります。
◎◎ 指定の充電用機器（別売）を接続した状態で各種の操作を行うと、短時間の
充電／放電を繰り返す場合があります。頻繁に充電を繰り返すと、内蔵電
池の寿命が短くなります。
◎◎ 電池が切れた状態で充電すると、充電／着信ランプがすぐに点灯しないこ
とがありますが、充電は開始しています。
◎◎ 充電／着信ランプが赤色に点滅したときは、強制的に電源を切り
（zP.‌10）、電源を入れ直してください。それでも点滅する場合は、充電
を中止して、auショップもしくは故障紛失サポートセンターまでご連絡
ください。

指定のACアダプタ（別売）を使って充電する​
TypeC共通ACアダプタ02（別売）を接続して充電する方法を説明します。指定
のACアダプタ（別売）について詳しくは、「周辺機器」（zP.‌18）をご参照くだ
さい。

A	TypeC共通ACアダプタ02（別売）の電源プラグをAC100V
コンセントに差し込む

B	TypeC共通ACアダプタ02（別売）のUSB Type-Cプラグ
を、本製品の外部接続端子に矢印の方向に差し込む
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AC100V
コンセント

TypeC共通
ACアダプタ02（別売）

外部接続端子

USB Type-Cプラグ

C	充電が終わったら、本製品の外部接続端子からTypeC共通AC
アダプタ02（別売）のUSB Type-Cプラグをまっすぐに引き
抜く

D	TypeC共通ACアダプタ02（別売）の電源プラグをコンセント
から抜く

◎◎ 本製品の電源を入れたままでも充電できますが、充電時間は長くなりま
す。

電源を入れる／切る

電源を入れる

A	電源が切れた状態でf（3秒以上長押し）

◎◎ 電源を入れてから「AQUOS」の表示が終了するまでの間は、タッチパネル
の初期設定を行っているため、画面に触れないでください。タッチパネル
が正常に動作しなくなる場合があります。
◎◎ お買い上げ後、初めて本製品の電源を入れたときは、自動的に初期設定画
面が表示されます。初期設定について詳しくは、『設定ガイド』をご参照く
ださい。

電源を切る

A	f（2秒以上長押し）
B	［電源を切る］

■■再起動する
本製品の電源をいったん切り、再度起動します。

A	f（2秒以上長押し）
B	［再起動］

■■強制的に電源を切る
画面が動かなくなったり、電源が切れなくなったりした場合に、強制的に本製品
の電源を切ることができます。

A	f（8秒以上長押し）
バイブレータが振動した後、手を離すと電源が切れます。

◎◎ 強制的に電源を切ると、保存されていないデータは消失します。本製品が
操作できなくなったとき以外は行わないでください。

■■セーフモードで起動する
本製品の電源をいったん切り、お買い上げ時に近い状態で起動します。
本製品の動作が不安定になった場合、お買い上げ後にインストールしたアプリ
ケーションが原因の可能性があります。セーフモードで起動して症状が改善さ
れる場合、インストールしたアプリケーションをアンインストールすると症状
が改善されることがあります。

A	f（2秒以上長押し）
B	「電源を切る」をロングタッチ→［OK］

セーフモードで起動すると、画面下部に「セーフモード」と表示されます。
セーフモードを終了するには再起動してください。
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◎◎ 電源が切れているときは、f（3秒以上長押し）で電源を入れ、AQUOSロ
ゴが表示されてからロック画面が表示されるまでdを押し続けると、
セーフモードで起動することができます。
◎◎ セーフモードで起動する前に本製品のデータをバックアップすることを
おすすめします。
◎◎ お客様ご自身で作成されたウィジェットが消える場合があります。
◎◎ セーフモードは通常の起動状態ではないため、通常ご利用になる場合は
セーフモードを終了してください。

ロック画面について
画面を点灯するとロック画面が表示されます。 
指紋を登録している場合は、指紋センサ―にタッチするだけで画面ロックを解
除することができます。
顔を登録している場合は、顔をインカメラに近づけるだけで画面ロックを解除
することができます。

「 」を画面上部にスワイプすると画面ロックを解除できます。
••「画面ロック」にパスワードなどを設定しているときは が表示されます。

タッチパネルの使いかた
■■タップ／ダブルタップ

画面に軽く触れて、すぐに指を離します。また、2回連続で同じ位置をタップす
る操作をダブルタップと呼びます。
•• 画面に表示された項目やアイコンを選択します。静止画表示中やWebペー
ジ閲覧中などにダブルタップすると、画面を拡大／縮小します。

■■ロングタッチ
項目などに指を触れた状態を保ちます。
•• 項目によっては、利用できるメニューが表示されます。

■■スライド／スワイプ／ドラッグ
画面に軽く触れたまま、目的の方向や位置へなぞり
ます。
•• 目的の方向へなぞって画面のスクロールやペー
ジの切り替えを行います。また、音量や明るさの
調整時にバーの操作に使用します（スライド／ス
ワイプ）。

•• 項目やアイコンを目的の位置まで移動します（ド
ラッグ）。

■■フリック
画面を指ですばやく上下左右にはらうように操作
します。
•• ページの切り替えや文字のフリック入力などを
行います。

■■ピンチ
2本の指で画面に触れたまま指を開いたり（ピンチ
アウト）、閉じたり（ピンチイン）します。
•• Webページなどで画面を拡大／縮小します。

タッチキーの使いかた
画面下部に表示されるナビゲーションバーに次のアイコンが表示され、タッチ
キーとして使用します。
•• 表示されている画面によっては、次のアイコン以外のタッチキーが表示され
る場合があります。
（̂戻るキー）：タップすると1つ前の画面に戻ります。
#（ホームキー）：タップするとホーム画面を表示します。
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AQUOS Homeを利用する
AQUOS Homeは、ホーム画面（デスクトップシート／お気に入りトレイ）とア
プリ一覧画面で構成されたホームアプリです。
ホーム画面のデスクトップシートにはアプリ／機能のショートカット／ウィ
ジェット、お気に入りトレイにはアプリ／機能のショートカットを登録すること
ができます。アプリ一覧画面にはインストールされているアプリが表示されます。

■■AQUOS Homeの見かた
ホーム画面を軽く上にスワイプするとアプリ使用履歴画面に、さらにスワイプ
するとアプリ一覧画面に切り替わります。
アプリ一覧画面で一番上を表示した状態で下にスワイプすると、アプリ一覧画
面に切り替える前の画面に切り替わります。

《ホーム画面》 《アプリ一覧画面》

A	ステータスバー
B	デスクトップシート

左右にフリックするとページを切り替えることができます。
C	アプリ
D	ページインジケータ

デスクトップシートのページを切り替えたときに、現在の表示位置を表示します。
E	お気に入りトレイ

お気に入りのアプリや機能のショートカットを登録して、すばやく起動させ
ることができます。

F	ナビゲーションバー
G	検索

クイック検索ボックスを利用できます。
H	フォルダ

フォルダをタップ→フォルダ名を選択すると、フォルダ名を変更できます。
フォルダ名が未設定のときは、「名前のないフォルダ」と表示されます。
フォルダをタップしてインジケータが表示されている場合は、左右にフリッ
クするとページを切り替えることができます。

I	アプリを検索
インストールされているアプリの検索などができます。

本製品の状態を知る
アイコンについて

ステータスバーの左側には不在着信、新着メールや実行中の動作などをお知ら
せするお知らせアイコン、右側には本製品の状態を表すステータスアイコンが
表示されます。
•• お知らせアイコンやステータスアイコンが複数あり、表示範囲内に表示でき

ない場合は が表示されます。

■■主なお知らせアイコン
アイコン 概要

時刻
 不在着信あり
 新着auメールあり
 新着＋メッセージあり／新着SMSあり
 新着PCメールあり
 新着Gmail™あり
 発信中、通話中、着信中
 保留中
 簡易留守録情報あり
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アイコン 概要
 本体メモリの空き容量低下

利用可能なアップデートあり
アプリケーションのインストール完了
ソフトウェア更新情報あり

■■主なステータスアイコン
アイコン 概要

～ 電池レベル状態
～ ：残量表示  ：残量なし

•• 充電中は電池マークに が重なって表示されます。
•• 電池マークの右に電池残量を％で表示することができます。

機内モード設定中
～ 電波の強さ（受信電界）

～ ：レベル表示  ：圏外
•• ネットワークを示すアイコンが左に表示されます。 

：LTE／WiMAX 2+使用可能※

•• 通信中は が重なって表示されます。
ローミング中

 マナーモード状態
：マナーモード（バイブ）  ：マナーモード（ミュート）

高度なマナーモード設定中
ハンズフリーで通話中
通話中のマイクを「ミュート」に設定中

～ Wi-Fi®の電波の強さ
～ ：レベル表示

•• 通信中は が重なって表示されます。
 簡易留守録設定中

：簡易留守録なし  ：簡易留守録あり（1～49件） 
：簡易留守録が50件

※	「LTE」「WiMAX 2+」の2つのネットワークをご利用いただけます。いずれの場合も
画面表示は「4G」となります。回線の混雑状況等に応じ、より混雑が少ないと当社が
判断したネットワークに接続します。

お知らせ／ステータスパネルを利用する
お知らせ／ステータスパネルでは、お知らせアイコンやステータスアイコンの
確認や対応するアプリケーションの起動ができます。
また、マナーモードや機内モードなどを設定できます。

■■ お知らせパネルを表示する場合

A	ステータスバーを下にスライド

■■ ステータスパネルを表示する場合

A	ステータスバーを2本の指で下にスライド

■■お知らせ／ステータスパネルの見かた

《お知らせパネル》 《ステータスパネル》

A	機能ボタン
よく使う機能の設定を変更することができます。操作方法は機能によって異
なります。
•• ステータスパネルでは、左右にフリックすると、ページを切り替えること
ができます。

B	お知らせ
本製品の状態や通知の内容を確認できます。通知をタップすると対応するア
プリケーションを起動できます。
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•• 通知を左右にフリックすると削除できます。ただし、通知によっては削除
できない場合もあります。

•• 表示範囲を上にスライドすると、隠れているお知らせを表示できます。
•• 通知を2本の指で上下にスライドまたはピンチイン／ピンチアウトすると
詳細表示と簡易表示を切り替えられます。詳細表示では、表示されるメ
ニューから直接メッセージの返信などを行うことができます。

•• 通知をロングタッチすると、アプリの通知を設定できます。
C	通知を管理する

通知を表示するアプリが表示されます。
アプリごとに通知を許可するかどうかを設定します。

D	すべて消去
タップすると通知がすべて消去されます。ただし、通知によっては削除でき
ない場合もあります。

E	明るさ調整バー
バーを左右にスライドして明るさを設定します。

F	設定
タップすると本製品について、各種設定を行います。

G	編集
表示する機能ボタンを変更したり並べ替えたりできます。

◎◎ 画面を上下にスライドすると、お知らせパネル／ステータスパネルを切り
替えられます。

自分の電話番号を確認する
A	ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［設定］

「電話番号」の下部に自分の電話番号が表示されます。

マナーモードを設定する
公共の場所で周囲の迷惑とならないように設定します。
設定できるモードは次の通りです。

バイブ 着信音や操作音は鳴らず、着信時などはバイブレータが動作しま
す。アラーム音、メディア音は設定されている音量で鳴ります。

ミュート 着信音や操作音は鳴らず、着信時などはバイブレータも動作しま
せん。アラーム音、メディア音は設定されている音量で鳴ります。

高度なマ
ナーモード

通知動作や、特定の連絡先からの着信、設定した時間帯での通知
動作などについて設定します。

A	ステータスパネルを表示→［マナーモード］

機内モードを設定する
A	ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［設定］→［ネットワー
クとインターネット］→［詳細設定］→［機内モード］

アプリの権限を設定する
本製品の機能や情報にアクセスするアプリ／機能を初めて起動すると、アクセ
ス権限の許可をリクエストする確認画面が表示されます。
確認画面が表示された場合は、表示内容をよくご確認のうえ、画面の指示に従っ
て操作してください。

◎◎ アプリ／機能によっては、許可についての説明画面が表示される場合があ
ります。また、確認画面が複数回表示される場合や、表示が異なる場合があ
ります。表示内容をよくご確認のうえ、画面に従って操作してください。
◎◎ 本書では、確認画面の表示の記載については省略している場合があります。

文字入力

ソフトウェアキーボードを切り替える
文字入力には、ソフトウェアキーボードを使用します。
ソフトウェアキーボードは、連絡先の登録時やメール作成時などの文字入力画
面で入力欄を選択すると表示されます。
本製品では、次のソフトウェアキーボードを利用できます。

テンキーボード 一般的な携帯電話と同じ順序で文字が並んでいるキー
ボードです。文字入力キーを繰り返しタップして文字を切
り替え、文字を入力します。

QWERTYキー
ボード

一般的なパソコンと同じ順序で文字が並んでいるキー
ボードです。文字入力キーをタップして、表示されている
文字を入力します。

A	文字入力画面→［ ］→［キーボードタイプ］→［テンキーボー
ド］／［QWERTYキーボード］
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■■フリック入力について
複数の文字や機能が割り当てられたキーの場合、上下左右にフリックすること
で、文字や機能を選択することができます。
キーに触れると、フリック入力で選択できる候補が表示されます。選択したい文
字や機能が表示されている方向にフリックすると、文字入力や機能選択ができ
ます。例えば「テンキーボード」で「あ」を入力する場合は「 」をタップするだ
けで入力でき、「お」を入力する場合は「 」を下にフリックすると入力されま
す。

下に
フリック

「　  」に
触れる

電話をかける
電話番号を入力して電話をかける

A	ホーム画面→［ ］→［ ］
ダイヤル画面が表示されます。

B	電話番号を入力
一般電話へかける場合には、同一市内でも市外局番から入力してくださ
い。

C	［ ］→通話
通話中画面が表示されます。
通話中にu／dを押すと、通話音量（相手の方の声の大きさ）を調節で
きます。

D	［ ］

■■ 通話中に保留する
保留中は、通話先にガイダンスが流れます。

A	通話中画面→［保留］
保留が開始され、通話先にガイダンスが流れます。
保留中に「 」をタップすると保留を解除します。

履歴を利用して電話をかける

A	ホーム画面→［ ］→［ ］
通話履歴一覧画面が表示されます。

連絡先一覧を利用する

A	ホーム画面→［ ］→［ ］
連絡先を選択して、電話番号欄をタップすると発信できます。

電話を受ける
着信すると次の内容が表示されます。
•• 相手の方から電話番号の通知があると、ディスプレイに電話番号が表示され
ます。電話帳に登録されている場合は、名前と電話番号が表示されます。

•• 相手の方から電話番号の通知がないと、ディスプレイに理由が表示されます。 
「非通知設定」「公衆電話」「不明※」
※	相手の方が通知できない電話からかけている場合です。

A	着信中に「 」を上にスワイプ
バックライト点灯中（ロック画面表示中を除く）に着信があった場合は、

「電話に出る」をタップします。

B	通話→［ ］

本製品の保存領域について
本製品は、本体メモリとmicroSDメモリカードにデータを保存することができ
ます。

本体メモリ アプリケーションや各アプリケーションが使用す
るデータ、スクリーンショットで撮影した画像な
どのメディアファイルを保存します。

microSDメモリカード メディアファイルなどを保存します。
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ソフトウェアを更新する
本製品は、ソフトウェア更新に対応しています。
また、OSアップデートも、ソフトウェア更新の機能を利用して行うことが可能
です。OSアップデートとは、本製品のOSのバージョンアップを含むソフト
ウェア更新です。

A	ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［設定］→［システム］
→［詳細設定］→［システム アップデート］
ソフトウェア更新が必要かどうかの確認を開始します。「アップデートを
チェック」をタップして確認します。ソフトウェア更新が必要な場合は、ソ
フトウェア更新用データをダウンロードし、インストールすることができ
ます。
•• ステータスバーに が表示されている場合は、ステータスバーを下にス
ライドし、通知をタップして画面に従って操作してください。

•• ソフトウェア更新中も他の機能をご使用いただけます。

B	［ダウンロードとインストール］→［今すぐ再起動］

■■ご利用上のご注意
•• データ通信を利用して本製品からインターネットに接続するとき、データ通
信に課金が発生します。特にOSアップデートの場合、大容量のデータ通信が
発生します。Wi-Fi®でのご利用をおすすめします。

•• ソフトウェアの更新が必要な場合は、auホームページなどでお客様にご案内
させていただきます。詳細内容につきましては、auショップもしくはお客さま
センター（157／通話料無料）までお問い合わせください。また、SHV44をよ
り良い状態でご利用いただくため、ソフトウェアの更新が必要なSHV44を
ご利用のお客様に、auからのお知らせをお送りさせていただくことがありま
す。

•• 更新前にデータのバックアップをされることをおすすめします。
•• ソフトウェア更新を完了するには本製品の再起動が必要です。
•• ソフトウェア更新に失敗したときや中止されたときは、ソフトウェア更新を
実行し直してください。

•• ソフトウェア更新に失敗すると、本製品が使用できなくなる場合があります。
本製品が使用できなくなった場合は、auショップもしくはトヨタ au取扱店

（一部ショップを除く）にお持ちください。
•• 十分に充電してから更新してください。電池残量が少ない場合や、更新途中で
電池残量が不足するとソフトウェア更新に失敗します。

•• 電波状態をご確認ください。電波の受信状態が悪い場所では、ソフトウェア更
新に失敗することがあります。

•• ソフトウェアを更新しても、本製品に登録された各種データ（電話帳、メール、
静止画、音楽データなど）や設定情報は変更されません。ただし、本製品の状態

（故障・破損・水濡れなど）によってはデータの保護ができない場合もございま
すので、あらかじめご了承ください。

•• 海外利用中は、ソフトウェア更新の機能を利用できない場合があります。
•• OSアップデートを行うと、以前のバージョンへ戻すことはできません。

ソフトウェア更新実行中は、次のことは行わないでください
•• ソフトウェアの更新中は、移動しないでください。

故障とお考えになる前に
故障とお考えになる前に、「故障紛失サポート」アプリの「クイック診断」および

「トラブル診断」でご確認ください。

■■クイック診断
ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［サポート］→［故障紛失サポート］→

［クイック診断してみる］

■■トラブル診断
ホーム画面→「アプリ一覧画面」を表示→［サポート］→［故障紛失サポート］→

［便利な機能］→［トラブル診断を試す］

以下のauホームページからもご確認いただけます。
（https://www.au.com/trouble-check/）

オンラインマニュアルまたはauホームページ掲載の『取扱説明書 詳細版』の
「故障とお考えになる前に」もあわせてご覧ください。
（https://www.au.com/online-manual/shv44/）
（https://www.au.com/support/service/mobile/guide/manual/）
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アフターサービスについて
■■修理を依頼されるときは

修理については故障紛失サポートセンターまでお問い合わせください。

保証期間中 当社無償修理規定に基づき、修理いたします。
保証期間外 修理により使用できる場合はお客様のご要望により、有償

修理いたします。

※	保証期間は、本製品をお客様が新規ご購入された日より1年間です。

◎◎ メモリの内容などは、修理する際に消えてしまうことがありますので、控
えておいてください。なお、メモリの内容などが変化・消失した場合の損害
および逸失利益につきましては、当社では一切責任を負いかねますのであ
らかじめご了承ください。
◎◎ 修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用することがあります。
◎◎ 交換用携帯電話機お届けサービスにて回収した今までお使いのauの端末
は、再生修理した上で交換用端末として再利用します。また、auアフター
サービスにて交換した機械部品は、当社にて回収しリサイクルを行いま
す。そのため、お客様へ返却することはできません。
◎◎ 本製品を加工、改造、解析（ソフトウェアの改造、解析（ルート化などを含
む）、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブルを含
む）されたもの、または当社などが指定する正規の修理拠点以外で修理さ
れたものは保証対象外または修理をお断りする場合があります。
◎◎ 本体内蔵の電池は、電池の材質上または製造上の瑕疵により生じる事象を
除き無償修理保証の対象外です。
◎◎ SHV44本体以外の付属品は無償修理保証の対象外です。

■■補修用性能部品について
当社はこのSHV44本体およびその周辺機器の補修用性能部品を、製造終了後
4年間保有しております。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため
に必要な部品です。

■■無償修理規定
1.	 修理受付時は、製造番号（IMEI番号）の情報をお知らせください。製造番号

（IMEI番号）は、本製品本体もしくは外装箱に貼付のシールなどで確認する
ことができます。

2.	 保証期間内に、取扱説明書などの注意書きに従った正常な使用状態で機器
が故障した場合には、無償修理をさせていただきます。

3.	 保証期間内でも、以下の場合には有償修理となります。（または、修理ができ
ない場合があります。）
A	取扱説明書に従った正しい使用がなされなかった場合。
B	不当な修理や改造による故障や損傷の場合。
C	当社などが指定する正規の修理拠点以外で修理された場合。
D	使用上、取り扱い上の過失または事故による故障や損傷の場合。また、落

下、水濡れ、湿気などの痕跡がある場合。
E	地震、風水害などの天災及び火災、塩害、異常電圧などによる故障や損

傷。
4.	 機器の損傷状況によっては、修理を承れない場合もあります。
5.	 製品の機器が故障したことにより、発生した損害・損失については負担いた

しません。
6.	 本製品を指定外の機器と接続して使用した場合、万一発生した事故につい

ては、責任を負いかねます。
7.	 出張による修理対応はお受けできません。
8.	 本規定は、日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only 

in Japan.）
※	本保証は、上記に明示した期間、条件のもとで、無償修理をお約束するものです。従っ

て、本保証によって保証責任者及び、それ以外の事業者に対するお客様の法律上の権
利を制限するものではありません。

■■故障紛失サポートについて
auの端末を長期間安心してご利用いただくために、月額会員アフターサービス
制度「故障紛失サポート」をご用意しています。故障や盗難・紛失など、あらゆる
トラブルの補償を拡大するサービスです。月額利用料およびサービスの詳細に
ついては、auホームページをご確認ください。
（https://www.au.com/mobile/service/kosho-funshitsu/）

◎◎ ご入会は、auの端末のご購入時のお申し込みに限ります。
◎◎ ご退会された場合は、次回のauの端末のご購入時まで再入会はできませ
ん。
◎◎ 機種変更・端末増設などをされた場合、最新の販売履歴のあるauの端末の
みが本サービスの提供対象となります。
◎◎ auの端末を譲渡・承継された場合、故障紛失サポートの加入状態は譲受者
に引き継がれます。
◎◎ 機種変更・端末増設などにより、新しいauの端末をご購入いただいた場
合、以前にご利用のauの端末に対する「故障紛失サポート」は自動的に退
会となります。
◎◎ サービス内容は予告なく変更する場合があります。

17



■■ au ICカードについて
au ICカードは、auからお客様にお貸し出ししたものになります。紛失・破損の
場合は、有償交換となりますので、ご注意ください。なお、故障と思われる場合、
盗難・紛失の場合は、auショップもしくはトヨタ au取扱店までお問い合わせく
ださい。

周辺機器
■■ シャープ TVアンテナケーブル02（02SHHSA）
■■ auキャリングケースGブラック（0106FCA）（別売）
■■ TypeC共通ACアダプタ01（0601PQA）（別売）■
TypeC共通ACアダプタ02（0602PQA）（別売）
■■ ワイヤレス充電台02（0102PUA）（別売）
■■ 共通ACアダプタ05（0501PWA）（別売）※

■■ microUSBケーブル01 ネイビー（0301HBA）（別売）※■
microUSBケーブル01 グリーン（0301HGA）（別売）※■
microUSBケーブル01 ピンク（0301HPA）（別売）※■
microUSBケーブル01 ブルー（0301HLA）（別売）※

■■ MicroB-TypeC変換アダプタ（0601PHA）（別売）
※	ご利用にはMicroB-TypeC変換アダプタ（別売）が必要です。

◎◎ 周辺機器は、auオンラインショップでご購入いただけます。 
（http://onlineshop.au.com/）

主な仕様
■■ 本体（SHV44）

ディスプレイ 約6.2インチ、約10億色、Pro IGZO、
3,120×1,440（Quad HD+）

質量 約185g（内蔵電池含む）
サイズ 

（幅×高さ×厚さ）
約74mm×156mm×8.9mm（最厚部：約10.4mm）

メモリ（内蔵） RAM：約6GB
Internal Storage：約128GB

連続通話時間（国内） 約1,970分
連続通話時間（海外

（GSM））
約880分

連続待受時間（国内） 約630時間
連続待受時間（海外

（GSM））
約620時間

連続テザリング時間 約1,060分
Wi-Fi®テザリング最
大接続数

10台

充電時間 TypeC共通ACアダプタ01（別売）使用時：約170分
TypeC共通ACアダプタ02（別売）使用時：約150分

連続フルセグ視聴時
間※1

約9時間40分

連続ワンセグ視聴時
間※1

約10時間40分

撮影素子 標準アウトカメラ、動画専用アウトカメラ、インカメラ
CMOSイメージセンサー

有効画素数 標準アウトカメラ
約1,220万画素

動画専用アウトカメラ
約2,010万画素

インカメラ
約1,630万画素

Bluetooth®機能 通信方式：Bluetooth®標準規格Ver.5.0
出力：Bluetooth®標準規格 BR/EDR; Power 
Class1、LE; Power Class1.5
通信距離※2：見通しの良い状態で10m以内
対応Bluetooth®プロファイル※3：HSP、HFP、
A2DP、AVRCP、OPP、SPP、PBAP※4、HID、PAN

（PAN-NAP）、PAN（PANU）、HOGP※5、DUN※6、
FTP
使用周波数帯：2.4GHz帯

ネットワーク環境 IEEE802.11a/b/g/n（2.4GHz／5GHz）※7/
ac※7※8準拠

インターフェース USB Type-C端子、3.5φ（4極）イヤホンマイク端子
（対応イヤホン：3極ヘッドホン（Lch／Rch／GND）、
4極マイク付きイヤホン（Lch／Rch／GND／MIC））
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※1	 使用条件により連続フルセグ／ワンセグ視聴時間は変わります。
※2	 通信機器間の障害物や電波状態により変化します。
※3	 Bluetooth®機器同士の使用目的に応じた仕様のことで、Bluetooth®標準規格で

定められています。
※4	 電話帳データの内容によっては、相手側の機器で正しく表示されない場合があり

ます。
※5	 Bluetooth®標準規格Ver.4.0に対応したプロファイルとなります。
※6	 一部のカーナビゲーションシステムのみに対応しています。ご利用にあたっては、

auホームページをご参照ください。
※7	 MIMOに対応しています。
※8	 MU-MIMO（Clientモード）に対応しています。 

（対応商品については各社ホームページをご覧ください。）

◎◎ 連続通話時間・連続待受時間は、充電状態・気温などの使用環境・使用場所
の電波状態・機能の設定などによって半分以下になることもあります。

■■ シャープ TVアンテナケーブル02

長さ 136mm（プラグ／ジャック部含む）
質量 約5g
使用温度／使用湿度範囲 5℃～35℃／35％～85％
プラグ／ジャック 3.5φ、4極プラグ／3.5φ、4極ジャック

携帯電話機の比吸収率（SAR）について
この機種【SHV44】の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術
基準および電波防護の国際ガイドラインに適合しています。
本製品の比吸収率（SAR）については、オンラインマニュアルまたはauホーム
ページ掲載の『取扱説明書 詳細版』をご覧ください。
（https://www.au.com/online-manual/shv44/）
（https://www.au.com/support/service/mobile/guide/manual/）
さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、auホームページをご覧ください。
（https://www.au.com/）

Regulatory information
In some countries/regions including Europe※1, there are restrictions on the use 
of 5GHz WLAN that may limit the use to indoors only. 
Please check the local laws and regulations beforehand.

※1	The following EU and EFTA member countries: 
Belgium (BE), Bulgaria (BG), Czech Republic (CZ), Denmark (DK), Germany (DE), 
Estonia (EE), Ireland (IE), Greece (EL), Spain (ES), France (FR), Croatia (HR), 
Italy (IT), Cyprus (CY), Latvia (LV), Lithuania (LT), Luxembourg (LU), Hungary 
(HU), Malta (MT), Netherlands (NL), Austria (AT), Poland (PL), Portugal (PT), 
Romania (RO), Slovenia (SI), Slovakia (SK), Finland (FI), Sweden (SE) and United 
Kingdom (UK), Switzerland (CH), Liechtenstein (LI), Iceland (IS), Norway (NO).

Norway: Use of this radio equipment is not allowed in the geographical area within 
a radius of 20 km from the centre of Ny-Alesund, Svalbard.

Hereby, SHARP CORPORATION declares that the radio equipment type 
SHV44 is in compliance with Directive 2014/53/EU.
The full text of the EU declaration of conformity is available at the following 
internet address:
(https://jp.sharp/k-tai/)

Manufacturer's Address:
SHARP CORPORATION,
1 Takumi-cho, Sakai-ku, Sakai-shi, Osaka 590-8522, Japan
CE/FCC Notice;
Before use, read CE/ FCC notice in the below detailed Online Manual.
־־ This manual describes detailed guidance and operations of functions. 

On the home screen → “App list screen”→ [サポート] (Support) → [取扱説
明書] (Online Manual)(Japanese). 
Also, you can check “Online Manual”(Japanese) on the au homepage. 
(https://www.au.com/online-manual/shv44/)

־־ The device is electronically labeled and the FCC ID can be displayed via the 
System, the Advanced & the Authentication under the Settings menu.
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